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澤岡 詩野 さん 

（公益財団法人ダイヤ高齢社

会研究財団 主任研究員） 

【ひと・まち・未来のために地域活動ができることを

事例から学ぶ】 

 緊急事態宣言を受け、完全オンライン（Zoom）での開催と

なりました。自宅にネット環境がない、Zoom 操作に自信の

ない方だけは、会場で参加していただきました。 

Witｈコロナの地域活動にオンラインは不可欠です。受講生

の中には初めての方もいて、良し悪しはありますが、オンライ

ンの可能性を感じた第 3 講となりました。 

  

 

受講生の 

満足度 

89.8 点！ 

第３講 

特別編 

当日のプログラム 

◆はじめに オンライン参加の注意事項 

◆事例①「多世代循環のまちづくり～地域づくり

で大切なこと～」 

 北山田町内会（都筑区） 

◆事例②「コロナ禍のおける地域づくりの５つの

ステップ」 

 NPO 法人おもいやりカンパニー（南区） 

◆個人ワーク＆全体発表 

◆まとめ（コメンテータの澤岡さん） 

吉原 明日香 さん 

（認定 NPO 法人市民セ

クターよこはま 事務

局長） 

講座概要 

■日時：令和３年１月１６日（土） 

9：30～12：00 

■場所：横浜市市民協働推進センター（市役所１F）  

■参加者：23 名＊受講者数 3０名 

■主催：・神奈川区連合町内会自治会連絡協議会 

    ・神奈川区役所 

    ・認定 NPO 法人 市民セクターよこはま 

■協力：社会福祉法人 横浜市神奈川区社会福祉協議会 

 

北山田町内会 

おもいやりカンパニー 



 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 「  「多世代循環のまちづくり～地域づくりで大切なこと～」 
北山田町内会（都筑区） 

「地域課題に取り組む子育てママたちの挑戦！～安心してくらせる街づくり～」  
NPO 法人おもいやりカンパニー（南区） 

 

 

子ども会会員が年々減少していた課題を解決するため、「子ども会会員を保護者から子どもに変えまし

た。そのサポートは地域の人が「できることをできるときに」参加できるボランティア活動「キタボラ（北

山田ボランティア）」を活用する仕組みを取り入れています。メール配信システム（ｍamail）を活用し、

事務局とキタボラ会員が連絡しやすくしています。イベントのお手伝いの参加などに関わると、「楽しか

った」「役に立ててうれしかった」の気持ちが生まれ、活動を楽しむ雰囲気に人は集まるようです。 

今年度の活動はコロナ禍でしたが「やらないことを決めるのではなく、やれることはやる」という気持

ちで、周りの理解を得ながら、敬老会（屋内）や、屋外では防災拠点訓練、映画上映会、ウォーキングフ

ェスタを実施しました。 

 

第３講では、さまざまな工夫をしている活動事例を知り、自身のアクショ

ンプランの作成に向けて、アイデアやヒントを得ることを目指しました！ 

活動の概要 

 

活動のきっかけは、2017 年から子育てサークル「たまっこくらぶ」の活動をする中で「買い物に困っ

ている」地域の高齢者を知ったことです。坂が多く生活に不便な地域で、ますママ・マルシェ（パンと野

菜販売）をスタートさせました。その後、地域の高齢者を中心とした交流拠点を 2019 年 9 月に、地域

ケアプラザや地域の人を巻き込ながら、ヨコハマ市民まち普請事業を活用してオープンしました。その間

に NPO 法人設立もしました。拠点での主な事業は、ランチ提供、ママ・マルシェ（パンと野菜販売）、駄

菓子やクレープ販売、小箱ショップなどです。生活支援などを行う「サービス B 事業」にも活動の幅を広

げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の活動に若い人が参加すると若い人が増える循環があります。 

楽しそうに活動している姿をみて参加してくれる人もいます。   

 

事例 

①  

事例 

②  

地域の活動は、自治会町内会から認められると広がりが早いです。 

大々的な発信ではなく、口コミのような小さな発信を続けることも大事です。 

 活動の概要 

事例①北山田町内会の取組 

■コロナでも活動が実施されていてうらやましく思った■長い目での町内会の担い手を育

てることが重要だと感じた■町内会活動の負担感が大きく「楽しさ」を感じなくなっていた

のが最大の反省■ライン等を活用した情報提供を促進したい■良い有志を募れるかが大事 

事例②おもいやりカンパニーの取組 

■ケアプラザとの連携が活動を広げることがわかった■やりたいことを推進するパワーに

感銘■資金調達の方法など大変参考になった■周りを巻き込むこと          

その他 

■受講生の活動がわかり、今後、協力できることがあれば一緒に何かをやってみたい■新し

いもの（オンラインなど）を取り入れる柔軟な姿勢があれば地域活動は無限大■オンラインだと

雑談ができず情報収集が不足する 

受講生の学びのまとめ (一部抜粋)     ＊受講生が講座を通して感じたこと気づいたことのまとめ 

http://www.irasutoya.com/2016/02/blog-post_105.html

